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【禁忌・禁止】

再使用禁止、再滅菌禁止

【形状・構造及び原理等】

1. 形状・構造

型式、サイズ等については、包装表示で確認すること。

原材料：シリコン

【使用目的又は効果】

本品は、内視鏡器具の挿入を可能にしたり、容易にするために、

人体の自然開口部、尿道内、尿管、拡張管腔、体腔、体内腔等

の拡張を目的に使用する。

【使用方法等】

1. リング装着部の大きさに合ったサイズを使用すること。

2. ハイヒール形状で装着させる場合

(1) 下リングの一部を反転させて持ち上げ、リングの中を通して

上に出し、上リング内で下リンクが斜めになった、ハイヒー

ルのような形にする。

(2) ハイヒールのような形になった下リングの下側先端を切開創

若しくは自然開口部に挿入し、体壁の前側に密着させながら、

ゆっくり押し広げていく。

(3) 最後に下リングの後端部を反転させるように創内若しくは自

然開口部に挿入する。本品でできたアクセスルートに手又は

指先を入れ、下リングがねじれ等なく、体腔側に展開されて

いるか確認し、上リングを体表に接触させる。

  3. ハイヒール形状にしない場合

(1) 下リングの一部をつまみ、つまんだ先端を切開創若しくは自

然開口部に挿入する。

(2) 体壁の前側に密着させながら、ゆっくり押し広げていく。

(3) 最後に下リングの後端部を創内若しくは自然開口部に挿入す

る。本品でできたアクセスルートに手又は指を入れ、下リン

グがねじれ等なく、体腔側に展開されているか確認し、上リ

ングを体表に接触させる。

4. 取り外し

  アクセスルートから手又は指先を入れ、体腔内にある下リンク

の一部をつかみ、取り出し。

【使用上の注意】

＜重要な基本的注意＞

・使用の際には、汚染に十分注意すること。

・適応する体壁の厚さより厚い体壁に使用しないこと。［体壁

等からの圧力により破断の可能性がある。］

・適応する切開創の大きさより小さな切開創に使用しないこと。

［体壁等からの圧力により破断の可能性がある。］

・併用器具との接触、又は操作中の異常を感じた場合は、本品

の損傷を確認すること。

【保管方法及び有効期間等】

1.保管方法

・水ぬれに注意し、高温、多湿、直射日光のあたる場所をさけ

て保管してください。

2.有効期間

・外箱の表示ラベルに記載。
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